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図１ 塗膜の付着性の評価（クロスカット法） 

図２ 重ね塗り 図３ 浸水試験 

図４ 商品展開 
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大堀相馬焼は、福島県を代表する伝統的

工芸品で、青ひび、左馬の絵付け、二重焼な

ど多彩な技術を用いた陶磁器の製造を行っ

ています。新たな試みとして、釉薬の上に漆

を塗布した陶胎漆器の開発を目指していま

すが、漆塗膜の付着性が低いことが課題で

した。そこで、釉薬の上に漆が密着する塗布

条件を検証し、新商品の開発に繋げること

を目的としました。 

 

 

陶土 1種類に対し釉薬２種類、磁土１種

類に対し釉薬１種類の合計３種類の試験板

を使用しました。漆を塗布後、硬化条件、

焼き付け、顔料の有無による漆の付着性

を、クロスカット法にて評価しました。 

顔料の有無による付着性の差を評価した。 

 

ガラス用漆の中でも、本朱や青といった

顔料が混合されている漆を使用し、180℃

で 30分の焼付条件で、付着性が良好であ

ることが確認できました（図１の赤枠）。

付着性が低い漆でも、上記の漆を下塗りし

た上に重ね塗りすることで、付着性が向上

することが分かりました（図２）。また、

浸水試験の結果も良好でした（図３）。本

研究の結果を用いて新商品の開発が進めら

れています（図４）。 
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